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シ リ ズーシ リ ズー 地域で活躍する人　　北方東区予算化された事業 その後

み
ん
な
で
楽
し
く
サ
ロ
ン
と
体
操
教
室

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
で
ま
ち
お
こ
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
斉さ

い
藤と
う
か
お
る
さ
ん

北
方
東
老
人
ク
ラ
ブ

合
言
葉
に
、
約
15
人
が
誘

い
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
の
湯
が
地
区

内
に
あ
る
の
で
親
し
み

を
感
じ
て
命
名
し
ま
し

た
。

　

他
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
揚あ
が
り

神
社
の
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。

も
ら
お
う
と
、
15
年
前
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
約

20
人
が
趣
味
の
話
題
で

盛
り
上
が
っ
た
り
、
手
芸

や
輪
投
げ
、
脳
ト
レ
、
ス

ポ
ー
ツ
麻
雀
な
ど
を
楽
し

む
ほ
か
、
年
２
回
の
お

で
か
け
活
動
で
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
体
操
教
室
」

は
、
健
康
増
進
を
目
的
に

7
年
前
か
ら
開
催
し
て

お
り
、「
健
康
の
た
め
!!

自
分
の
足
で
歩
く
!!
」
を

◆
課
題
は

　

新
規
会
員
の
入
会
が

な
い
こ
と
で
す
。
現
在
の

会
員
も
、
年
齢
が
高
く
な

る
に
従
っ
て
、
活
動
へ
の

参
加
が
体
力
的
に
難
し

く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
継

続
が
心
配
で
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

高
齢
の
た
め
、
一
人

で
は
買
い
物
に
出
か
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

社
会
参
加
が
で
き
な
く

な
っ
た
人
が
多
く
い
ま

す
。
車
に
よ
る
移
動
支

援
な
ど
、
交
通
環
境
の

改
善
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◆
活
動
状
況
は

　

毎
月
第
１
木
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
「
な
か
よ

し
会
サ
ロ
ン
」
と
、
毎
週

火
・
木
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
「
さ
く
ら
体
操
教

室
」
の
２
つ
が
主
な
活
動

で
す
。

◆
活
動
内
容
は

　

 

「
な
か
よ
し
会
サ
ロ

ン
」
は
、
お
互
い
に
話
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

と
は

　

都
市
地
域
か
ら
過
疎

地
域
等
の
条
件
不
利
地

域
に
、
生
活
の
拠
点
を
移

し
た
人
を
、
地
方
公
共
団

体
が
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
」
と
し
て
委
嘱
。
隊

員
は
、
一
定
期
間
、
地
域

に
定
住
し
て
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
や
地
場
産
品
の
開

発
・
販
売
・
P
R
等
の
地

域
お
こ
し
の
支
援
や
、
農

林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住

民
の
生
活
支
援
な
ど
の

「
地
域
協
力
活
動
」
を
行

い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ

の
定
住
・
定
着
を
図
る
取

り
組
み
で
す
。

◆
斉
藤
か
お
る
さ
ん

　

東
温
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊（
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
推
進
担
当
）
と
し
て
３

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
セ
ン
タ
ー
で
「
と
う

お
ん
舞
台
芸
術
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
講
師
を
務
め
る

ほ
か
、
シ
ニ
ア
劇
団
「
完

熟
・
一
期
座
」
代
表
、
香

川
県
に
あ
る
四
国
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
、
西
条

市
玉
津
地
区
で
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　

協
力
隊
の
任
期
終
了

後
は
東
温
市
内
で
起
業

し
て
、
公
民
館
な
ど
で
の

出
張
型 「
市
民
演
劇
教
室
」

の
開
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

似
顔
絵
が
描
か
れ
た

「
市
民
演
劇
教
室
」
の
車

を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
気

軽
に
お
声
を
か
け
て
下

さ
い
！

◆
ア
ー
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　

と
う
お
ん
構
想

　

東
温
市
で
は
、
様
々
な

芸
術
に
気
軽
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
「
舞
台
芸
術

の
聖
地
」
と
し
て
、
全
国

に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
伊
予
の
国
シ
ェ
イ
ク
ス

　

ピ
ア

　

構
想
の
一
環
と
し
て
、

平
成
30
年
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
る
東
温
市
移

住
定
住
促
進
協
議
会
主

催
の
「
と
う
お
ん
ア
ー
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
一
つ
と
し
て
斉

藤
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た

企
画
で
す
。
令
和
４
年

９
月
の
初
演
で
は
大
き

な
反
響
が
あ
り
、
令
和

６
年
２
月
に
第
二
弾
「
夏

の
夜
の
夢
」
の
上
演
が
決

定
し
ま
し
た
。

北方東老人クラブ会長　
玉
たま

井
い

　俊
しゅん

三
ぞう

さん

【北方東区】
　川上小学校区で、川内地区
の西端、国道11号線から約１
km 北に位置します。医王寺
本堂内厨子は国指定重要文化
財。前号掲載の北方獅子舞保
存会は北方西区と一緒に活動
しています。９月末の人口は
569人（265世帯）。

行
事
・
活
動
、
み
ん
な
で
参
加
、

帰
る
時
は
笑
顔
で
。

皆
さ
ん
の
参
加
待
っ
て
ま
す
。

東温アートヴィレッジセンター

伊予の国シェイクスピア「間違いの喜劇」（令和４年９月）
イージオン役

（間違いの喜劇）

令和５年度からの新規隊員

令和４年の「伊予の国シェイクス
ピア」での市民オーディション 市民演劇教室の車

なかよし会サロン（左：輪投げ　右：ブローチ作り）

体操教室に参加された皆さん

さくら体操教室

五
十
音
順
で
各
区
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
北
野
田
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

「
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

と
う
お
ん
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

小
こ

崎
さき

　陵
りょう

司
じ

さん
（中山間担当）

中
なか

村
むら

　友
ゆ

惟
い

さん　木
き

村
むら

　波
なみ

音
ね

さん
（アートヴィレッジ構想担当）
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第
３
回
東
温
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
１

日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補
正

予
算
等
19
議
案
（
報
告
２
件
、補
正
予
算
２
件
、

条
例
改
正
４
件
、
契
約
１
件
、
認
定
８
件
、
人

事
案
件
２
件
）
及
び
議
員
・
委
員
会
提
出
議
案

２
件
の
合
計
21
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

９ 月

定例会

一般会計補正予算

２５０７万円
（累計175億8858万円　前年度同期比7.2％増）

子ども医療費１８歳まで無償
来年度から実施

未来型果樹産地
強化支援事業

野菜・花き等産地供給力
強化支援事業

子ども医療費助成条例の一部改正

子ども医療費助成事業

ＡＰハウス（紅まどんな）及び潅水設備（キウイ）
の整備に対する助成

里芋分離機及びイチゴ用ＬＥＤ導入に対する助成

問 未来型果樹産地強化支援事業の内容は。
答 果樹産地の生産基盤強化を図ることを目的に、
生産性向上や高品質化のために必要なハウスや潅
水施設などの整備を支援する事業。ＪＡが窓口と
なり対象農業者に対して、県１/ ３以内、市１/ ６
以内の、計１/２以内を補助。
問 紅まどんなのＡＰハウス整備の内容は。
答 11. ２ａの「紅まどんな」を露地栽培してい
る農地に、軽量鉄骨構造の間口６ｍのＡＰ（アン
グルパイプ）ハウスを５連棟で整備する。
問 キウイの潅水設備の内容は。
答 ９ａの「キウイ」を栽培している農地に、総
延長137ｍの潅水設備を整備する。キウイ棚に沿っ
て４列の給水管を設置し、32個の吊り下げ型散水
装置により、地上90cmの高さから半径４ｍの範
囲に潅水ができる設備。

問 里芋分離機の補助対象者に面積基準はあるのか。
答   面積基準はない。補助対象者５人、受益面積
が５ａから100ａとなっている。
問 補助金を活用して整備した施設等は、追跡調
査を行う必要性があると思うが、事業完了後、市
において数年ごとに現地確認をしてはどうか。
答   事業規模に応じて検討する。

里芋分離機

イチゴハウス

軽量鉄骨のAPハウス（紅まどんな）

キウイ畑

211万円

627万円
本会議の動画はこち
らから視聴できます。

問 第３条（助成対象者）の改正において、「ただし、
市長が特別の理由があると認めるときは、この限り
ではない。」の規定を追加する理由は。
答 この条例の、医療費の助成対象者については「子
どもの保護者」としているが、医療費の助成対象年
齢を18歳までの子どもに引き上げたことに伴い、子
ども自身が婚姻することや就職することも想定され
るため、保護者以外の者に対して医療費助成が行え
るようこの規定を加えることとした。

問 このタイミングで実施する理由は。
答 県内では、ここ数年で高校生までの医療費無償
化が進んでおり、中予地区においても、今年度、松
山市が拡充を決定した。生活圏域を同じにする市と
して、「子育て支援の拡充」に取り組むタイミング
であると判断した。
問 助成の開始時期を来年度からとした理由は。
答 申請漏れ等が無いように、周知徹底を図るため
の十分な期間を設けるため、来年度からとした。
問 東温市から市外の学校へ通うため寮に入り、住
所変更した子どもは対象となるか。
答 住所を変更した子どもについても、保護者の扶
養であれば対象となる。

133万円

現在の受給資格証
（新しい受給資格証は令和６年３月送付予定）

条例改正

SAMP
LE

補正予算

改正内容

内　容

　子ども医療費助成制度の対象者を現在の中学生から高校生（18歳に達する日以後の最初の
３月末日）までに拡大するための改正

対象年齢を18歳まで拡充するための事前準備経費
・子ども医療費システム改修費用
・事務費（印刷費用、郵送料）
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地域イントラネット
運用管理費

ひとり親家庭医療費助成条例・重度心身障害者医療費助成条例
の一部改正

被保護者調査に関する調査項目の見直し及び生活
保護基準の改定に対応するためのシステム改修

豪雨災害等に対応するための経費

県道の大規模整備事業に伴う光ファイバーケーブ
ルの移設

問 調査項目の見直しの変更点は。
答 被保護者の世帯数や人数、受給状況等の月次
及び年次調査について調査項目が追加。月次調査
項目の一部が年次調査項目に変更。
問 生活保護基準の改定の理由と変更点は。
答 生活扶助費については、保護を受けていない
低所得世帯との均衡を図るため、５年に一度検証
しており令和５年10月から見直される。今回見直
された額は、物価高騰等の影響を踏まえ、令和６
年度末まで１人当たり月額千円を加算する等の特
例的な措置が取られる。また、現在の額を下回る
場合には、据え置くこととなる。

問 本年度における農地等災害復旧事業の件数と
内容及びそれぞれの経費は。
答 施設災害４件、農地災害３件、計７件。施設
災害は、水路施設の護岸崩壊等によるもの、農地
災害は、法面崩壊によるもの。施設災害復旧事業
費600万円、農地災害復旧事業費260万円。

問 農地等災害復旧事業補助金330万円を追加補正
する理由と試算根拠は。
答 令和５年６月30日から７月１日の梅雨前線豪
雨による災害により、既定予算が不足するため追
加補正する。内訳は、施設災害復旧事業補助金２
件、160万円、農地災害復旧事業補助金２件120万
円、今後の豪雨等に備え50万円を見込んだもの。

問 当初計画水槽容量５ｔの２割減の水槽容量４
ｔで市民の安全安心が担保できるか。
答 購入予定車両の水槽容量は５ｔであった。車
両の生産が、令和７年度以降となる見込みである
ことから、仕様を見直し、水槽容量４ｔの車両を
購入することになった。
　購入予定の車両は「自動泡混合装置」を装備し
ており、消火薬剤を混合した混合水により消火作
業を行うことで、通常の放水の何倍もの冷却効果
を得ることができ、少量の水でこれまでと同様の
消火活動が可能となる。
問 購入車両が、４WDでない理由は。
答 メーカーに確認したところ、当該車両の４WD
仕様はなく、積雪対策としてスタッドレスタイヤ
を装備することで走行には支障がないこと、現有
の水槽車も２WDで支障なく現場対応できている
ことなどから、２WD仕様で問題ないと考える。

問 第３条（受給者資格）の改正において、国民
健康保険法第116条の規定を追加する理由は。
答 子ども医療費助成だけでなく、ひとり親家庭
医療費や重度心身障害者医療費の助成対象者につ
いても、同様の取扱いとなるように規定を追加す
るもの。
問 ひとり親家庭や重度心身障害者の方に、法第
116条の規定の適用を受ける方はいなかったのか。
答 可能性はあったが、該当者はいなかった。

問 ポンプ性能がＡ–１級でない理由は。
答 消防本部や消防団に配備される消防ポンプ車
には全国的にも「Ａ–２級」が採用されており、「Ａ–
１級（2800ℓ /分）」は、大量放水、高所放水を行
う大型の化学消防車や、高所放水車の消防ポンプ
に採用されている。搭載するポンプ能力について
は、消火活動における隊員１人が筒先を安全に保つ
ことができる限度として、流量が最大で 500ℓ /分
であり、購入車両に４か所の放水口があることか
ら、最大で 2000ℓ /分となり、その性能を有する

「Ａ–２級」で十分であることから当該ポンプを採
用したもの。
問 納期の見込みは。
答 来年の７月から９月頃に車体本体が納品され、
その後、艤

ぎ

装
そう

メーカーで６か月程度の期間を経て
車両が完成し、令和７年３月納車となる見込みで
ある。

問 移設箇所や内容は。
答 県道森松重信線の重信郵便局から西側で実施
されている交差点改良に係る道路拡幅工事等に伴
い、四国電力及びＮＴＴの電柱移転が必要となっ
たことから、電柱に共架している市の光ファイ
バーケーブルについても、併せて移設する必要が
生じた。

田窪交差点

山之内除
よけ

農地

〈災害状況〉

林道上林河之内線 市道荒木谷麓線

現在の小型ポンプ付水槽車

老朽化（27年間使用）のため水槽車更新

購入予定の消防ポンプ付水槽車（同型車両）

➡︎
242万円 200万円

生活保護一般事務費

災害復旧・対策事業

消防ポンプ付水槽車購入契約の締結

公共土木施設災害復旧事業

災害対策事業 林業用施設災害復旧事業

農業用施設災害復旧事業 200万円

50万円 300万円

530万円

改正内容
　子ども医療費助成条例と同様に、国民健康保険法第116条の規定を加え、就学のために
住所を移す国民健康保険の被保険者への受給資格について規定等を改正

※国民健康保険法116条とは
　国民健康保険は、住民登録されている市町村で
加入するのが原則であるが、被保険者の方が今ま
で住んでいた市町村を転出し、市外の学校に就学
した場合、転出前の市町村の国民健康保険に引き
続き加入できる制度である
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令
和
２
年
の
市
議
会
議
員
選
挙

が
無
投
票
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、令
和
４
年
11
月
臨
時
会
に

お
い
て
、次
の
選
挙
に
向
け
て「
議

員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
、調
査
、協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
定

数
を
現
行
の
16
人
か
ら
１
減
の
15

人
に
す
る
発
議
第
２
号
（
東
温
市

議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
）
が
提
出
さ
れ
、

反
対
１
人
、賛
成
２
人
が
討
論
し
、

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、議
員

定
数
と
同
じ
人
数
を
規
定
し
て
い

る
予
算
審
査
委
員
会
委
員
の
定
数

を
現
行
の
16
人
か
ら
１
減
の
15
人

に
す
る
発
議
第
３
号
（
東
温
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
）
が

提
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、近
隣
類
似
自
治
体
等

と
の
比
較
に
よ
る
議
員
定
数
等
の
現
状

確
認
の
後
、今
後
の
調
査
・
検
討
の
た
め
、

市
民
１
千
人
を
対
象
に
「
東
温
市
議
会

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、３
７
０
人
の
方
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。　　

　

そ
の
後
、①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

②
議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
、③
各
委
員

会
の
人
数
、④
財
政
力
指
数
、⑤
人
口
規

模
が
同
様
の
他
団
体
と
の
比
較
、⑥
偶
数

と
奇
数
の
問
題
の
論
点
に
即
し
て
、議
員

定
数
に
つ
い
て
委
員
間
で
討
議
を
重
ね
、

調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
９
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、各
委
員

の
具
体
的
な
意
見
等
を
聴
取
し
た
の
ち
、

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、経
過
報
告

を
行
い
、委
員
外
議
員
か
ら
意
見
を
聴
取

し
ま
し
た
。第
10
回
の
委
員
会
に
て
、委

員
外
議
員
の
意
見
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
等
を
踏
ま
え
、最
終
の
意
見
等
を
聴

取
し
た
結
果
、議
員
定
数
を
「
現
状
維
持

と
す
る
案
」、「
１
人
減
の
15
人
と
す
る

案
」、「
２
人
減
の
14
人
と
す
る
案
」
の
３

つ
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
・
研
究
、協
議
等
は
ほ
ぼ
尽
く
し

た
こ
と
か
ら
、結
論
を
出
す
こ
と
と
し
、

採
決
を
行
っ
た
結
果
、賛
成
多
数
に
よ
り

議
員
定
数
を
１
人
減
の
15
人
と
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。

　
　
永
井　
大
介

　

直
近
選
挙
は
無
投
票
で
あ
っ
た
。

若
者
の
政
治
離
れ
や
議
員
の
な
り
手

不
足
は
本
市
に
お
い
て
も
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。
市
民
の
唯
一
の
政
治
参

画
で
あ
る
投
票
を
伴
う
選
挙
の
実
現

を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
渡
部　
勇
次

　

議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
で
、

執
行
機
関
に
対
す
る
監
視
機
能
、
民

意
を
反
映
し
た
政
策
を
立
案
す
る
機

能
が
低
下
し
、
議
会
の
弱
体
化
を
招

く
。
16
人
が
適
正
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
細
川　
秀
明

　

長
く
続
い
て
い
る
議
員
実
数
15
人

の
違
和
感
の
薄
れ
や
、市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
示
さ
れ
た
無
投
票
選
挙
の
本
質

と
共
に
、
人
口
３
万
人
の
市
民
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
を
続
け

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

賛成 賛成 反対
東
温
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

委
員
会
中
間
報
告

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
松
末　
博
年

議案

山
内
　
孝
二

安
井
　
浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山
　
　稔

相
原
真
知
子

森
　
　
真
一

渡
部
　
繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

松
末
　
博
年

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

野
口
　
　竜

議決結果
（賛成：反対）

発議第２号 〇 〇 × − × × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 可決（８：６）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　　×反対　　議長（丸山稔）は採決に加わらない。上記以外は全員賛成。

令和５年９月定例会提出議案

報告11　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

報告12　健全化判断比率及び資金不足比率
令和４年度の健全化判断比率・資金不足比率を
報告

議案51　一般会計補正予算（第３号）
４〜６ページ参照

議案52　水道事業会計補正予算（第１号）

議案57　消防ポンプ付水槽車購入契約の締結
７ページ参照

議案58　教育委員会委員の任命
諮問３　人権擁護委員候補者の推薦

議案53　子ども医療費助成条例の一部改正
５ページ参照

議案54　ひとり親家庭医療費助成条例の一部
　　　　改正

７ページ参照

議案55　重度心身障害者医療費助成条例の
　　　　一部改正

７ページ参照

議案56　企業立地促進条例の一部改正

発議２　東温市議会の議員の定数を定める条例
の一部改正
８ページ参照

発議３　東温市議会委員会条例の一部改正
８ページ参照

報　告

補正予算

その他

条例改正

議員提出議案

　

令
和
４
年
度
の
予
算
執
行
状
況

を
審
査
す
る
た
め
、９
月
定
例
会
に

お
い
て
、議
会
選
出
の
監
査
委
員
を

除
く
14
人
の
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
丹
生
谷
美

雄
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
お
い
て
、認
定
に
付
さ

れ
た
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
は
、議
会
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

　

審
査
概
要
に
つ
い
て
は
、次
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

　

令
和
５
年
８
月
１
日
発
行
の
第

70
号（
P
16
）の「
人
シ
リ
ー
ズ
」の

記
事
に
お
き
ま
し
て
、左
記
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

P
T
A
会
長
の
お
名
前

　
（
正
）
舘
野　

歩
未
さ
ん

　
（
誤
）
館
野　

歩
未
さ
ん

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置

訂
正

発
議
２
号　

討
論

議 員 定 数 １ 減

次
回
選
挙
か
ら

　
　
　
　

15
議
席
へ
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①
３
・
４
㎞
先
に
は

川
内
I
C
が
あ

り
、近
距
離
と
な
る
。東

温
ス
マ
ー
ト
I
C
の
恩

恵
は
限
定
的
に
な
る
の

か
。

　

②
両
I
C
に
よ
る
、

市
内
全
域
へ
の
波
及
効

果
を
目
指
す
周
遊
観
光

の
ル
ー
ト
開
発
は
。

　
　

①
重
信
地
域
と
川

内
地
域
に
２
つ
の

I
C
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、移
動
ル
ー
ト

が
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
移
動
時
間
が
短
縮

で
き
る
。ま
た
、物
流
面

問答

　
　

地
区
役
員
の
な
り

手
不
足
が
問
題
化

し
て
い
る
。庶
務
や
会
計

な
ど
は
行
政
事
務
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
か
せ
る
分

野
で
あ
り
、自
治
会
や
町

内
会
役
員
の
な
り
手
不

足
の
解
決
策
と
し
て
、職

員
が
団
体
活
動
へ
参
加

し
や
す
い
制
度
を
創
設

で
き
な
い
か
。

　
　

自
治
体
が
条
例
で

定
め
れ
ば
「
地
域
貢

献
活
動
休
暇
」
を
創
設
す

る
こ
と
が
可
能
と
報
道

さ
れ
、総
務
省
か
ら
詳
細

が
通
知
さ
れ
る
見
込
み

問答

等
か
ら
企
業
活
動
が
有

利
に
な
る
ほ
か
、地
域
住

民
の
利
便
性
の
向
上
や

大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
多
重
性
の
確
保
、さ
ら

に
は
、
川
内
I
C
周
辺

道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
る
。（
建
設
課
長
）

　

②
マ
イ
カ
ー
を
活
用

す
る
方
に
と
っ
て
は
本

市
の
出
入
口
が
増
え
る

た
め
、こ
れ
ま
で
よ
り
も

訪
れ
る
機
会
が
増
え
る

と
期
待
で
き
る
。マ
イ

カ
ー
を
活
用
し
た
少
人

数
の
観
光
や
旅
行
に
対

応
す
る
多
様
で
新
た
な

周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
に
も
着
手
し
て
い
く
。

　
（
専
門
監
・
地
域
活
力
創

出
課
長
）

で
あ
る
。

　

正
式
通
知
を
受
領
後

に
検
討
し
た
い
。（
総
務

課
長
）

　
　

地
区
役
員
の
な
り

手
不
足
は
認
識
し

て
お
り
、職
員
に
は
様
々

な
機
会
を
捉
え
、地
域
行

事
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
を
推
奨
し
て
い
る
。

条
例
化
等
に
向
け
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。 

　
（
市
長
）

法
改
正
と
農
業
振
興
策

に
つ
い
て

　
　

令
和
５
年
４
月
に

農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、

地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

　

策
定
す
る
主
体
と
組

織
や
計
画
単
位
は
。

答問

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
　

令
和
４
年
度
の
実

質
収
支
と
黒
字
に

な
る
た
め
の
寄
付
受
入

額
は
。

　
　

令
和
４
年
度
の
寄

付
受
入
実
績
額
は
、

約
１
６
７
０
万
円
と
な

る
。実
質
的
な
収
支
は
マ

イ
ナ
ス
約
７
７
０
万
円

と
な
り
、少
な
く
と
も
約

３
２
２
０
万
円
の
寄
付

受
入
額
が
必
要
と
な
る
。

実
質
収
支
の
慢
性
的
な

赤
字
解
消
の
た
め
に
も
、

令
和
５
年
度
で
は
、昨
年

度
の
寄
付
金
受
入
額
の

２
倍
と
な
る
、約
３
２
０

０
万
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
る
。（
総
務
部
長
）

問答

　
　

農
業
委
員
・
推
進
委

員
、県
普
及
指
導
員
、

J
A
指
導
員
な
ど
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

と
な
り
、土
地
改
良
区
、

中
山
間
地
直
接
支
払
制

度
の
役
員
な
ど
に
よ
る

組
織
を
予
定
し
て
い
る
。

　

市
内
13
地
域
で
の
策

定
を
想
定
し
て
い
る
が
、

計
画
単
位
に
つ
い
て
は

農
業
関
係
の
組
織
数
な

ど
を
考
慮
し
た
い
。　（
産

業
建
設
部
長
）

　
　

農
地
取
得
の
下
限

面
積
要
件
の
廃
止

に
伴
い
、シ
ニ
ア
世
代
な

ど
が
家
庭
菜
園
を
楽
し

む
機
会
が
多
く
な
る
一

方
で
、高
齢
化
な
ど
に
よ

る
耕
作
放
棄
の
増
加
に

対
す
る
市
の
対
応
は
。

　
　

農
業
委
員
、推
進
委

員
41
名
で
農
地
の

適
正
利
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。国
、県
の
動
向

を
注
視
し
、耕
作
放
棄
な

ど
の
違
反
状
態
を
是
正

す
る
た
め
の
措
置
に
つ

い
て
も
研
究
し
た
い
。

　
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
） 答問答

細
ほそ

川
かわ

　秀
ひで

明
あき

　議員

丹
に ゅ う の や

生谷　美
はる

雄
お

　議員

開設から29年を迎える川内IC

令和６年３月末の供用開始に向けて
東温スマート IC（完成イメージ）

地域イベント盆おどり

職員の地域貢献活動

休暇の創設を

東温スマート I Cによる

不安と期待の声

９月定例会

一 般 質 問 7議員が市政を問う!!7議員が市政を問う!!

※QRコードでご視聴ください。

1 人口減少社会に対応する本市のまちづくりは
2 東温スマートＩＣについて

1 東温スマートＩＣによる不安と期待の声
2 ふるさと納税による自主財源の確保

1 保育施設 待機児童の解消を
2 生徒ファーストの職場体験学習を
　 ※事務手続きのミスについて

1 職員の地域貢献活動休暇の創設を
2 法改正と農業振興策について

1 視覚障がい者への情報取得支援を
2 意思疎通困難者への投票支援を
3 市民サービスの向上を
4 公園の整備計画

1 学校給食の無償化を
2 マイナンバーカードの活用について
　 ※パートナーシップ宣誓制度の導入について

1 まちの将来像の実現に向けた施策の推進を
2 文化芸術振興によるまちづくりの推進を
3 観光振興施策のさらなる充実を
4 コロナ禍が子どもの成長に与えた影響とは

永
なが

井
い

 大
だい

介
すけ

 議員

細
ほそ

川
かわ

 秀
ひで

明
あき

 議員

松
まつ

末
すえ

 博
ひろ

年
とし

 議員

丹
に ゅ う の や

生谷 美
はる

雄
お

 議員

近
こん

藤
どう

 千
ち

枝
え

美
み

 議員

森
もり

 眞
しん

一
いち

 議員

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆう

次
じ

 議員

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。
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①
市
の
公
文
書
な

ど
情
報
取
得
の
対

応
状
況
は
。

　

②
活
字
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
音

声
コ
ー
ド
の
導
入
を
。

　
　

①
公
文
書
の
一
部

は
、
Ａ
４
か
ら
Ａ

３
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
て

送
付
し
て
い
る
。広
報
誌

や
お
知
ら
せ
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ブ

ラ
ウ
ザ
機
能
等
を
用
い

る
こ
と
で
、音
声
読
み
上

げ
に
対
応
し
て
い
る
。

　

②
視
覚
障
害
者
協
会

や
視
覚
障
が
い
者
の

問答

　
　

ま
ち
の
将
来
像
の

達
成
状
況
と
今
後

の
展
望
は
。

　
　

将
来
像
を
「
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光

る 

住
ん
で
み
た
い 

住

ん
で
よ
か
っ
た 

東
温
市
」

と
し
て
い
る
。毎
年
度
、

事
業
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、お
お
む
ね
順
調

に
実
施
で
き
て
い
る
。今

後
、子
育
て
施
策
等
の
人

口
減
少
対
策
を
講
じ
つ

つ
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
。（
企

画
政
策
課
長
）

問答

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、有
効

性
、利
用
方
法
に
つ
い

て
、調
査
・
研
究
す
る
。

　
（
市
民
福
祉
部
長
）

意
思
疎
通
困
難
者
へ
の

投
票
支
援
を

　
　

投
票
支
援
カ
ー
ド
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
の
活
用
は
。

　
　

選
挙
事
務
に
従
事

し
て
い
る
市
職
員

の
意
見
・
提
案
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、導
入
に
向
け

調
査
・
研
究
す
る
。（
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
　
　

窓
口
で
申
請
書
を

書
か
な
く
て
も
証

明
書
の
交
付
が
受
け
ら

れ
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
を
。

　
　

国
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
、窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、導

入
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
す
る
。（
市
民
課
長
）

公
園
の
整
備
計
画

　
　

今
後
の
公
園
整
備

改
修
計
画
に
お
い

問答問答問

文
化
芸
術
振
興
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

　
　

観
覧
席
の
あ
る
ホ
ー

ル
の
整
備
を
。

　
　

観
覧
席
の
あ
る
ホ
ー

ル
を
備
え
た
文
化

会
館
の
建
設
の
予
定
は

な
い
。中
央
公
民
館
・
川

内
公
民
館
を
地
域
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
い

く
。

　

可
動
式
観
覧
席
を
設

け
る
こ
と
は
、施
設
強
度

の
問
題
や
、設
置
に
伴
い

ホ
ー
ル
及
び
ロ
ビ
ー
が

狭
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
難
し

い
と
考
え
る
。（
生
涯
学

習
課
長
）

観
光
振
興
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
を

　
　

地
域
資
源
を
生
か

し
た
持
続
可
能
な

観
光
振
興
の
推
進
を
。

問答問

て
、障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、誰
も
が
一
緒

に
遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
公
園
の
導
入
を
。

　
　

今
後
、公
園
の
利
用

形
態
に
応
じ
て
、イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考
え

方
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

導
入
に
あ
た
っ
て
の
課

題
な
ど
を
整
理
し
、導
入

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
（
都
市
整
備
課
長
）

答

　
　

観
光
客
の
受
入
れ

環
境
の
整
備
や
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
観
光
ガ
イ
ド
の
育

成
と
と
も
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
情
報
発
信

や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

　

ま
た
、観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
や
地
域
資
源
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進

め
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保

や
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
。（
専
門
監
・
地
域

活
力
創
出
課
長
）

コ
ロ
ナ
禍
が
子
ど
も
の

成
長
に
与
え
た
影
響
と
は

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
踏
ま
え
た
今
後

の
学
校
の
対
応
策
は
。

　
　

様
々
な
制
限
が
あ

り
、子
ど
も
た
ち
の

ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

体
力
低
下
に
も
影
響
し
た

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、感
染
対
策
を

し
な
が
ら
も
、授
業
づ
く

り
や
集
団
づ
く
り
を
通

し
て
、心
の
居
場
所
、絆

づ
く
り
の
場
と
な
る
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
む
。（
学
校
教
育

課
長
）

答問答

近
こん

藤
どう

　千
ち

枝
え

美
み

　議員

渡
わた

部
なべ

　勇
ゆう

次
じ

　議員

車いすに乗ったままでも遊べる砂場 東温市総合公園内の複合遊具

可動式観覧席
（愛媛県男女共同参画

センター）

まちの将来像の実現に

向けた施策の推進を

視覚障がい者への

情報取得支援を

　
　

住
宅
用
地
開
発
へ

の
認
識
と
取
り
組

み
は
。

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
実
現
す
る

た
め
の
計
画
、「
東
温
市

立
地
適
正
化
計
画
」
の

策
定
に
着
手
し
て
い
る
。

市
街
化
区
域
内
に
住
宅

用
地
の
区
域
と
し
て
居

住
誘
導
区
域
を
設
け
る

と
と
も
に
、駅
や
バ
ス
停

周
辺
な
ど
利
便
性
の
高

い
区
域
に
医
療
施
設
、商

業
施
設
、福
祉
施
設
な
ど

を
誘
導
す
る
区
域
、都
市

機
能
誘
導
区
域
を
設
け
、

問答

　
　

東
温
市
の
保
育
施

設
に
入
れ
な
い
子

ど
も
が
い
る
と
聞
く
。

　

①
年
度
途
中
の
３
号

認
定
の
状
況
は
。

　

②
３
号
認
定
の
保
育

ニ
ー
ズ
の
量
の
確
保
へ

の
対
応
は
。

　
　

①
公
立
保
育
所
等

の
市
内
認
可
施
設

に
お
い
て
、受
入
れ
で
き

て
い
な
い
０
～
２
歳
児

の
総
数
は
、令
和
５
年
度

８
月
時
点
で
６
人
、令
和

４
年
度
で
22
人
、令
和

３
年
度
で
16
人
の
状
況
。

　

②
保
育
士
不
足
に
よ

問答

良
好
な
住
環
境
と
効
率

的
な
都
市
機
能
を
効
果

的
に
実
現
す
る
取
り
組

み
を
行
う
な
ど
、長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
人
口

減
少
社
会
に
対
応
し
た

い
。（
都
市
整
備
課
長
）

　
　

市
の
維
持
発
展
に

対
す
る
責
任
と
決

意
は
。

　
　

２
０
１
０
年
頃
か

ら
人
口
減
少
へ
の

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

捉
え
、先
人
が
育
て
た
住

み
よ
い
暮
ら
し
や
す
い

東
温
市
を
受
け
継
ぎ
、守

り
育
て
、さ
ら
に
よ
く
し

て
次
の
世
代
に
渡
し
て

い
く
と
い
う
基
本
理
念

を
実
現
す
る
た
め
、今
ま

で
以
上
に
人
口
減
少
対

策
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。（
企
画
政
策
課
長
）

　
　

人
口
減
少
の
対
応

策
や
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
将
来

的
な
人
口
構
造
の

若
返
り
を
目
指
す
た
め
、

愛
媛
県
と
20
市
町
が
連

携
し
、人
口
減
少
対
策
の

問答問答

り
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
十
分
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
現
状
を
重
要
課

題
と
捉
え
、保
育
士
の
確

保
を
第
一
に
、チ
ラ
シ
な

ど
に
よ
る
募
集
の
強
化

や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

保
育
士
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、市
外
か

ら
の
保
育
士
確
保
の
た

め
の
助
成
金
創
設
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

　
　

民
間
の
力
を
借
り
、

子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
り
、待
機
児
童
の

解
消
に
努
め
る
べ
き
で

は
。

　
　

施
設
運
営
を
考
え

る
上
で
は
、今
後
民

間
の
活
用
と
い
う
の
は

重
要
な
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
お
り
、検

討
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

生
徒
フ
ァ
ー
ス
ト
の

職
場
体
験
学
習
を

　
　

中
学
生
の
職
場
体

験
学
習
の
今
年
の

取
り
組
み
と
今
後
は
。

問答問

施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。本
市
に
お
い
て
も
、

「
え
ひ
め
人
口
減
少
対

策
総
合
交
付
金
」
を
活
用

し
た
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。他
自
治
体
の
成

功
事
例
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、人
口
減
少
、

少
子
化
対
策
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
。（
企
画
政
策
課

長
）東

温
ス
マ
ー
ト
I
C

に
つ
い
て

　
　

周
辺
道
路
の
整
備

は
。

　
　

交
通
量
の
増
加
を

見
込
み
、周
辺
の
主

要
交
差
点
に
順
次
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
工
事
を

進
め
て
い
る
。ま
た
新
た

に
市
道
出し
ゅ
っ

作さ
く

平
松
線
を

整
備
す
る
。（
建
設
課
長
）

問答

　
　

初
日
は
事
業
所
で

働
く
人
か
ら
仕
事

の
内
容
や
思
い
を
聞
く

「
仕
事
と
人
に
出
会
う

会
」
を
開
催
、２
～
４
日

目
は
協
力
企
業
で
の
職

場
体
験
、最
終
日
は
体
験

し
た
こ
と
を
ま
と
め
る

日
と
し
て
実
施
。働
く
体

験
と
と
も
に
、東
温
市
で

働
く
こ
と
に
愛
着
を
持

つ
と
い
う
目
的
の
も
と
、

仕
事
に
対
す
る
視
野
を

広
げ
、働
く
こ
と
の
意
義

を
学
ぶ
機
会
と
し
た
。

　

今
後
も
愛
媛
大
学
社

会
共
創
学
部
や
地
域
協

働
セ
ン
タ
ー
中
予
東
温

の
協
力
や
、市
役
所
の
関

係
部
署
と
も
連
携
し
な

が
ら
、事
業
所
を
含
む
地

域
の
方
々
と
一
体
と
な

り
、取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。（
教
育
委
員
会
事
務

局
長
）

答

永
なが

井
い

　大
だい

介
すけ

　議員

松
まつ

末
すえ

　博
ひろ

年
とし

　議員

人口減少の影響を受ける市内幼稚園
（東谷幼稚園）

中学生の職場体験学習（初日）
「仕事と人に出会う会」

保育施設

待機児童の解消を

人口減少社会に対応

する本市のまちづくりは
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東温市議会に関する市民アンケート調査結果　第２弾

　今年３月に1000人の方を対象に実施し370人の方にご回答いただいたアンケート調査について、
調査結果の一部を第70号（前号）に掲載いたしました。アンケート内容のうち議会だよりに関する
調査結果を第２弾としてお知らせいたします。

〇あなたは「とうおん議会だより」を読んでいますか？ 〇あなたは「議会だより」のQRコードで動画を
　視聴したことがありますか？

　
　

①
学
校
給
食
費
の

無
償
化
の
た
め
の

市
の
負
担
は
。ま
た
、実

施
で
き
な
い
か
。

　

②
小
学
生
、中
学
生
で

朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い

生
徒
は
何
人
い
る
か
。

　
　

①
令
和
４
年
度
の

実
績
べ
ー
ス
で
算

定
す
る
と
、小
学
校
で
約

７
９
７
０
万
円
、中
学
校

で
約
４
２
３
０
万
円
、幼

稚
園
で
約
１
１
３
０
万

円
、合
計
約
１
億
３
３
３

０
万
円
が
必
要
。給
食
費

に
つ
い
て
は
、学
校
給
食

法
に
お
い
て
、保
護
者
の

問答

負
担
と
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
現
時
点
で
無
償
化
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　

②
令
和
５
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

よ
る
と
、市
内
の
小
学
６

年
生
２
９
５
人
中
、朝
食

を
毎
日
食
べ
な
い
も
し

く
は
あ
ま
り
食
べ
な
い

と
の
回
答
は
19
人
、約

６
・
５
％
。中
学
３
年
生

２
３
０
人
中
、12
人
、約

５
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
に
つ
い
て

　
　

①
財
界
は
、健
康
保

険
証
、運
転
免
許
証

等
の
公
的
証
明
書
、診
察

券
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問

の
一
本
化
を
求
め
て
い

る
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
個
人
情
報
は

保
護
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

②
国
民
健
康
保
険
証

は
国
の
方
針
通
り
発
行

を
取
り
や
め
る
の
か
。

　
　

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ

プ
に
は
、税
・
年
金
の
情

報
や
病
歴
な
ど
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報

は
記
録
さ
れ
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

で
は
、制
度
・
シ
ス
テ
ム

両
面
で
様
々
な
安
全
管

理
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
、個
人
情
報
は

保
護
さ
れ
て
い
る
。

　

②
健
康
保
険
証
が
来

年
秋
に
廃
止
さ
れ
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一

体
化
さ
れ
る
こ
と
が
改

正
法
の
成
立
で
決
定
さ

れ
て
い
る
。市
は
国
の
通

知
に
従
い
処
理
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。引

き
続
き
国
の
動
向
を
注

視
し
、十
分
な
情
報
収
集

を
行
い
、適
切
な
対
応
に

努
め
て
い
く
。（
市
民
課

長
） 答

森
もり

　真
しん

一
いち

　議員

学校給食の無償化を

〇あなたは議会だよりの中でどのような記事を読まれていますか？（複数回答あり）

　議会だよりを身近に感じ、
少しでも多くの皆さまに読ん
でいただくために、市民の
方々に紙面に登場していただ
いております。
　また、読みやすい議会だよ
りになるよう写真など多く掲
載しております。

＊＊＊アンケートにご協力いただきました市民の皆さま、ありがとうございました。＊＊＊

議会だよりでよく読まれている記事の内容

・地域で活躍する人（２ページ）
　各地域（行政区）を五十音順に、その地域で活躍して
いる人や団体を取材し、掲載しています。今号は「北方東
老人クラブ」を掲載しています。

・予算化された事業 その後（３ページ）
　その事業を深堀取材し、掲載しています。今号は「地域
おこし協力隊」を掲載しています。

・定例会質疑（４ページから）
　本会議や委員会で行われた議案（事業）に関する執行部
への質疑を写真等を交えてわかりやすく掲載しています。

学校給食

朱
す ざ く

雀　ブロック長

三
み よ し

好　莉
り

翔
と

さん
銀
ぎん

狼
ろう

　ブロック長

田
た

井
い

　佑
ゆう

弥
や

さん
青
せい

竜
りゅう

ブロック長

菅
すが

原
わら

　功
こう

太
た

郎
ろう

さん

全
員
が
全
力
で
取
り
組
め
た

最
高
の
体
育
祭
で
し
た
！

銀
狼
全
員
が
光
り
輝
い
た

最
高
の
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
！

全
員
が
楽
し
め
た

「
ブ
ラ
ボ
ー
！
！
！
」
な
体
育
祭
で
し
た
！

挑
夢 

～
築
け
伝
統
　
拓
け
未
来
～
（
川
内
中
学
校
）

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
ひ
と
こ
と
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印
刷

／
㈱

明
朗

社
TEL

 0
8
9

－9
6
4

－4
4
2
2
　

FAX
 0

8
9

－9
6
0

－5
1
8
6
　

◎
議

会
事

務
局

メ
ー

ル
アドレ

ス
  gikaijim

u@
city.to

o
n.ehim

e.jp
発

行
／

東
温

市
議

会
　

編
集

／
広

報
広

聴
特

別
委

員
会

〒
7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

1
　

令
和

5
年

1
1
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の「
５

類
」移
行
に
伴
い
、地
域

行
事
な
ど
よ
う
や
く
に

ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

　
議
会
で
は
、議
員
の
任

期
が
あ
と
１
年
を
残
す

の
み
と
な
り
、次
回
の
選

挙
に
お
け
る
議
員
定
数

に
つ
い
て
協
議・検
討
が

な
さ
れ
ま
し
た
。９
月
議

会
に
お
い
て
、定
数
に
関

す
る
発
議
が
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、定
数
15
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員

会
で
は
、議
会
だ
よ
り
の

紙
面
の
充
実
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
近
藤　
千
枝
美
）

発
行
責
任
者
丸
山　

稔

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
相
原
真
知
子

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

松
末　
博
年

〃

渡
部　
勇
次

〃

永
井　
大
介

〃

野
口　

竜

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

12月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

昨
今
、
P
T
A
活
動
に

つ
い
て
批
判
的
な
論
調
を

耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
私
自
身
も
、
そ

の
活
動
に
意
義
を
見
い
だ

せ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、

P
T
A
会
長
を
お
引
き

受
け
し
た
今
、
P
T
A
活

動
は
、
悪
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
と
の
距
離

が
近
く
な
っ
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
先

生
方
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
た
し
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
の
存
在
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

川
上
幼
稚
園
で
も
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
た

ち
が
関
わ
る
機
会
が
さ
ら

に
増
え
れ
ば
よ
い
の
に
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

思
い
は
、
保
護
者
の
方
も

先
生
方
も
地
域
の
方
も
同

じ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
P
T
A
役
員

と
し
て
、
幼
稚
園
と
地
域

を
つ
な
ぐ
力
添
え
が
で
き

れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

東
温
市
立
川
上
幼
稚
園

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
吉よ
し
坂さ
か　
美み

林き

子こ

さ
ん

願
う
思
い
は
同
じ

人
シ
リ
ー
ズ

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会 閉会

 

傍聴される方へ
傍聴席の入場制限は解除しています。
多くの皆さまの傍聴をお待ちしております。

東温市
イメージキャラクター
いのとん

　「市のホームページ」で議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧になれ
ます。

議会
インターネット中継

市議会ページ

議会だよりが
スマホで読めます。


